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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月31日(2019.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液化石油ガスを常温加圧状態で貯蔵する複数の燃料タンクと、
　前記複数の燃料タンクが接続され、前記複数の燃料タンクから選択的に前記液化石油ガ
スが供給される中間タンクと、
　前記中間タンクが供給する液化石油ガスを燃料として駆動される主機と、
を備える船舶。
【請求項２】
　前記燃料タンクは、陸上に積み下ろし可能なポータブルタンクである請求項１に記載の
船舶。
【請求項３】
　車両が自走して乗り込み可能な船体を備え、
　前記燃料タンクは、自走可能なタンクトレーラである請求項２に記載の船舶。
【請求項４】
　前記中間タンクは、
　前記主機に供給した液化石油ガスの一部を還流する還流配管が合流接続されている請求
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項１から３の何れか一項に記載の船舶。
【請求項５】
　前記中間タンクの液面を検出する液面センサを備える請求項１から４の何れか一項に記
載の船舶。
【請求項６】
　前記燃料タンクは、前記中間タンクよりも上層に配置されている請求項１から５の何れ
か一項に記載の船舶。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記の課題を解決するために以下の構成を採用する。
　この発明の第一態様によれば、船舶は、液化石油ガスを常温加圧状態で貯蔵する複数の
燃料タンクと、前記複数の燃料タンクが接続され、前記複数の燃料タンクから選択的に前
記液化石油ガスが供給される中間タンクと、前記中間タンクが供給する液化石油ガスを燃
料として駆動される主機と、を備える。
　このように構成することで、複数の燃料タンクに貯蔵された加圧状態の液化石油ガスが
、それぞれ中間タンクを介して主機に供給される。加圧状態の液化石油ガスは、常温でも
気化しないため、基本的に再液化装置等を必要としない。さらに、容量の小さい燃料タン
クを複数用いることで、高価な大型の加圧タンクを用いる必要が無い。また、加圧状態の
液化石油ガスは、陸上の供給施設が整っているため、燃料調達も容易である。さらに、中
間タンクを介して液化石油ガスを主機に供給するため、液化石油ガスを供給する複数の燃
料タンクを切り替える際にも、主機を停止させる必要が無く、円滑に燃料タンクの切替を
行うことができる。したがって、燃料調達や燃料の取扱いを容易としつつ、大気汚染物質
の排出を抑制することができる。
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